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１

ペ
ー
ジ

告
　
示

◯
公
有
水
面
の
埋
立
て
の
免
許
（
四
八
一
・
水
産
漁
港
課
）
…
…
…
…
…
１

◯
狩
猟
免
許
の
更
新
に
係
る
適
性
検
査
及
び
講
習
の
変
更
の
実
施
（
四

八
二
・
森
林
整
備
課
）
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
１

◯
争
議
行
為
の
予
告
（
四
八
三
・
雇
用
労
働
政
策
課
）
…
…
…
…
…
…
…
１

◯
道
路
区
域
の
変
更
（
四
八
四
・
道
路
課
）
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
１

公
　
告

◯
特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
設
立
の
認
証
の
申
請
（
地
域
活
動
支
援

室
）
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
２

◯
土
地
改
良
区
の
役
員
の
退
任
及
び
就
任
の
届
出
（
山
本
地
域
振
興
局

農
林
部
）
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
２

◯
土
地
改
良
区
の
定
款
変
更
の
認
可
（
秋
田
地
域
振
興
局
農
林
部
）
…
…
２

◯
県
営
土
地
改
良
事
業
工
事
の
完
了
（
秋
田
地
域
振
興
局
農
林
部
）
…
…
２

◯
土
地
改
良
区
の
役
員
の
退
任
及
び
就
任
の
届
出
（
仙
北
地
域
振
興
局

農
林
部
）
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
２

◯
解
散
土
地
改
良
区
の
清
算
人
の
退
任
の
届
出
（
仙
北
地
域
振
興
局
農

林
部
）
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
３

◯
土
地
改
良
区
の
定
款
変
更
の
認
可
（
平
鹿
地
域
振
興
局
農
林
部
）
…
…
３

◯
土
地
改
良
区
の
役
員
の
退
任
及
び
就
任
の
届
出
（
雄
勝
地
域
振
興
局

農
林
部
）
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
３

選
挙
管
理
委
員
会
告
示

◯
選
挙
権
を
有
す
る
者
の
総
数
の
五
十
分
の
一
の
数
及
び
三
分
の
一
の

数
（
五
七
）
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
３

◯
各
選
挙
区
に
お
け
る
選
挙
権
を
有
す
る
者
の
総
数
の
三
分
の
一
の
数

（
五
八
）
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
３

秋
田
県
告
示
第
四
百
八
十
一
号

公
有
水
面
埋
立
法
（
大
正
十
年
法
律
第
五
十
七
号
）
第
二
条
第
一
項
の
規

定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
埋
立
て
の
免
許
を
し
た
の
で
、
同
法
第
十
一
条
の

規
定
に
基
づ
き
、
告
示
す
る
。

平
成
十
八
年
五
月
二
十
六
日

秋
田
県
知
事
　
寺
　
田
　
典
　
城
　

一
　
埋
立
免
許
の
日
　
平
成
十
八
年
五
月
十
八
日

二
　
埋
立
免
許
を
受
け
た
者
の
名
称
、
住
所
及
び
代
表
者
の
氏
名

（一）

名
称
　
秋
田
県

（二）

住
所
　
秋
田
市
山
王
四
丁
目
一
番
一
号

（三）

代
表
者
の
氏
名
　
秋
田
県
知
事
　
寺
　
田
　
典
　
城

三
　
埋
立
区
域
及
び
埋
立
て
に
関
す
る
工
事
の
施
行
区
域

（一）

埋
立
区
域

（１）

位
置
　
山
本
郡
八
峰
町
八
森
字
滝
の
間
三
百
二
十
四
番
地
一
地
先

の
防
波
堤
地
先
の
公
有
水
面

（２）

面
積
　
二
千
八
百
六
十
六
・
七
五
平
方
メ
ー
ト
ル

（二）

埋
立
て
に
関
す
る
工
事
の
施
行
区
域

（１）

位
置
　
山
本
郡
八
峰
町
八
森
字
滝
の
間
三
百
二
十
四
番
地
一
地
先

の
防
波
堤
地
先
の
公
有
水
面

（２）

面
積
　
二
万
千
八
十
三
・
八
五
平
方
メ
ー
ト
ル

四
　
埋
立
地
の
用
途
　
漁
港
施
設
用
地

秋
田
県
告
示
第
四
百
八
十
二
号

鳥
獣
の
保
護
及
び
狩
猟
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
四
年
法
律
第

八
十
八
号
）
第
五
十
一
条
の
規
定
に
よ
る
狩
猟
免
許
の
更
新
に
係
る
平
成
十

八
年
度
の
適
性
検
査
及
び
講
習
を
実
施
す
る
場
所
に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り

変
更
し
た
の
で
、
公
示
す
る
。

平
成
十
八
年
五
月
二
十
六
日

秋
田
県
知
事
　
寺
　
田
　
典
　
城
　

秋
田
県
告
示
第
四
百
八
十
三
号

平
成
十
八
年
五
月
十
七
日
秋
田
県
厚
生
連
労
働
組
合
中
央
執
行
委
員
長
中

村
秀
也
か
ら
次
の
と
お
り
争
議
行
為
を
行
う
旨
の
通
知
を
受
け
た
の
で
、
労

働
関
係
調
整
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
一
年
勅
令
第
四
百
七
十
八
号
）
第
十
条

の
四
第
四
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
公
表
す
る
。

平
成
十
八
年
五
月
二
十
六
日

秋
田
県
知
事
　
寺
　
田
　
典
　
城
　

一
　
事
件

年
間
手
当
に
関
す
る
こ
と
。

二
　
日
時

平
成
十
八
年
五
月
三
十
日
以
降
事
件
解
決
の
時
ま
で
、
連
日
又
は
短
時

間
に
わ
た
っ
て
行
う
。

三
　
場
所

鹿
角
市
花
輪
字
八
正
寺
十
三
番
地
　
　
　
　
　
　
鹿
角
組
合
総
合
病
院

北
秋
田
市
花
園
町
十
番
五
号
　
　
　
　
　
　
　
　
北
秋
中
央
病
院

能
代
市
落
合
字
上
前
田
地
内
　
　
　
　
　
　
　
　
山
本
組
合
総
合
病
院

山
本
郡
三
種
町
森
岳
字
田
尻
百
七
番
地
　
　
　
　
山
本
組
合
総
合
病
院

森
岳
診
療
所

南
秋
田
郡
八
郎
潟
町
川
崎
字
貝
保
三
十
七
番
地
　
湖
東
総
合
病
院

秋
田
市
飯
島
西
袋
一
丁
目
一
番
一
号
　
　
　
　
　
秋
田
組
合
総
合
病
院

由
利
本
荘
市
川
口
字
家
後
三
十
八
番
地
　
　
　
　
由
利
組
合
総
合
病
院

大
仙
市
大
曲
通
町
一
番
三
十
号
　
　
　
　
　
　
　
仙
北
組
合
総
合
病
院

横
手
市
駅
前
町
一
番
三
十
号
　
　
　
　
　
　
　
　
平
鹿
総
合
病
院

湯
沢
市
山
田
字
勇
ヶ
岡
二
十
五
番
地
　
　
　
　
　
雄
勝
中
央
病
院

秋
田
市
八
橋
南
二
丁
目
十
番
十
六
号
　
　
　
　
　
秋
田
県
厚
生
連
本
所

四
　
概
要

救
急
外
来
患
者
、
入
院
中
の
重
症
患
者
、
人
工
透
析
、
検
診
、
人
間
ド

ッ
ク
、
訪
問
看
護
、
リ
ハ
ビ
リ
教
室
、
デ
イ
ケ
ア
及
び
予
約
検
査
の
た
め

の
保
安
要
員
を
除
く
全
部
又
は
一
部
の
組
合
員
に
よ
る
ス
ト
ラ
イ
キ
そ
の

他
の
争
議
行
為
を
行
う
。

秋
田
県
告
示
第
四
百
八
十
四
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定

に
基
づ
き
、
次
の
と
お
り
道
路
の
区
域
を
変
更
す
る
。

平
成
十
八
年
五
月
二
十
六
日

秋
田
県
知
事
　
寺
　
田
　
典
　
城
　

公
　
　
　
　
　
　
告

変
　
　
更
　
　
後

山
本
郡
三
種
町
森
岳
字
町
尻
二

十
七
番
地
一

三
種
町
山
本
公
民
館

変
　
　
更
　
　
前

山
本
郡
三
種
町
豊
岡
金
田
字
森
沢

一
番
地
二

三
種
町
山
本
農
村
環
境
改
善
セ
ン

タ
ー

一
　
道
路
の
区
域

道
路
の
種
類

県

道

路
　
　
線
　
　
名

后
坂
藤
里
峡
公
園
線

旧
新
別

旧

敷
地
の
幅
員
（
メ
ー
ト
ル
）

七
・
〇
〇
〜
一
六
・
〇
〇

七
・
〇
〇
〜
一
六
・
〇
〇

延
長
（
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）

〇
・
一
四
〇

〇
・
一
四
〇

区
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
間

山
本
郡
藤
里
町
粕
毛
字
端
家
一
三
三
番
二
か
ら
字
西
熊
の
岱
七
〇
番
一
地
先
ま
で

山
本
郡
藤
里
町
粕
毛
字
端
家
一
三
三
番
二
か
ら
字
西
熊
の
岱
七
〇
番
一
地
先
ま
で

Ａ
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２

二
　
道
路
の
区
域
を
変
更
し
た
図
面
を
縦
覧
す
る
場
所
及
び
期
間

（一）

場
所
　
建
設
交
通
部
道
路
課

（二）

期
間
　
平
成
十
八
年
五
月
二
十
六
日
か
ら
同
年
六
月
八
日
ま
で

特
定
非
営
利
活
動
促
進
法
（
平
成
十
年
法
律
第
七
号
）
第
十
条
第
一
項
の

規
定
に
よ
り
、
特
定
非
営
利
活
動
法
人
を
設
立
し
よ
う
と
す
る
者
か
ら
次
の

と
お
り
設
立
の
認
証
の
申
請
が
あ
っ
た
の
で
、
同
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ

き
、
公
告
す
る
。

平
成
十
八
年
五
月
二
十
六
日

秋
田
県
知
事
　
寺
　
田
　
典
　
城
　

一
　
申
請
の
あ
っ
た
年
月
日

平
成
十
八
年
五
月
八
日

二
　
申
請
に
係
る
特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
名
称

特
定
非
営
利
活
動
法
人
ハ
ー
ト
・
か
ま
く
ら

三
　
代
表
者
の
氏
名

佐
　
藤
　
貞
　
雄

四
　
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

秋
田
県
横
手
市
根
岸
町
七
―
三
十
七

五
　
定
款
に
記
載
さ
れ
た
目
的

こ
の
法
人
は
、
将
来
の
不
安
や
悩
み
を
抱
え
る
精
神
・
知
的
・
身
体
障

害
者
が
、
そ
の
家
族
や
地
域
住
民
の
理
解
と
協
力
の
も
と
、
皮
革
製
品
の

部
品
製
造
を
主
体
に
、
そ
の
他
各
種
製
造
等
を
事
業
と
し
、
利
用
者
全
員

が
共
同
の
作
業
を
通
し
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
り
な
が
ら
、
就

労
の
機
会
や
生
活
基
盤
を
提
供
す
る
拠
点
と
し
て
、
機
能
訓
練
・
生
活
訓

練
を
支
援
し
、
又
障
害
者
一
人
ひ
と
り
が
共
有
す
る
不
安
や
悩
み
、
ス
ト

レ
ス
等
を
払
拭
し
、
健
康
で
楽
し
い
生
活
を
送
る
た
め
、
各
種
レ
ク
リ
エ

ー
シ
ョ
ン
、
ス
ポ
ー
ツ
交
流
会
、
各
地
の
障
害
福
祉
施
設
見
学
、
研
修
会
、

接
客
販
売
訓
練
等
を
通
し
て
、
心
身
の
育
成
と
自
立
支
援
に
寄
与
す
る
こ

と
を
目
的
と
す
る
。

土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
十
八
条
第
十
六

項
の
規
定
に
よ
り
、
山
本
郡
岩
堰
土
地
改
良
区
か
ら
次
の
と
お
り
役
員
の
退

任
及
び
就
任
の
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
条
第
十
七
項
の
規
定
に
基
づ
き
、

公
告
す
る
。

平
成
十
八
年
五
月
二
十
六
日

秋
田
県
知
事
　
寺
　
田
　
典
　
城
　

一
　
退
任
理
事
の
住
所
及
び
氏
名

能
代
市
二
ツ
井
町
仁
鮒
字
大
川
反
五
十
番
地
　
　
　
　
　
成
田
　
岩
夫

〃
　
　
〃
　
　
　
字
薄
井
二
十
六
番
地
　
　
　
　
　
　
　
秋
林
敬
二
郎

〃
　
　
〃
　
　
　
〃
　
　
四
十
八
番
地
　
　
　
　
　
　
　
石
田
　
鉄
哉

〃
　
　
〃
　
　
　
〃
　
　
六
十
二
番
地
　
　
　
　
　
　
　
秋
林
　
　
実

〃
　
　
〃
　
　
　
字
桜
台
七
十
八
番
地
　
　
　
　
　
　
　
田
中
　
　
均

〃
　
　
〃
　
　
　
字
下
野
家
後
百
二
十
七
番
地
十
一
　
　
田
口
　
修
一

〃
　
　
〃
　
　
　
切
石
字
大
倉
五
十
三
番
地
五
　
　
　
　
工
藤
　
定
光

山
本
郡
藤
里
町
矢
坂
字
坂
本
二
十
三
番
地
一
　
　
　
　
　
菊
池
　
博
悦

〃
　
　
〃
　
　
〃
　
〃
　
　
三
十
七
番
地
　
　
　
　
　
　
飯
坂
　
幹
雄

二
　
就
任
理
事
の
住
所
及
び
氏
名

能
代
市
二
ツ
井
町
字
薄
井
六
十
二
番
地
　
　
　
　
　
　
　
秋
林
　
　
実

〃
　
　
〃
　
　
　
字
桜
台
七
十
八
番
地
　
　
　
　
　
　
　
田
中
　
　
均

〃
　
　
〃
　
　
　
字
下
野
家
後
百
二
十
七
番
地
十
一
　
　
田
口
　
修
一

〃
　
　
〃
　
　
　
字
下
野
川
端
二
十
八
番
地
七
　
　
　
　
佐
藤
賢
一
郎

〃
　
　
〃
　
　
　
切
石
字
大
倉
五
十
三
番
地
五
　
　
　
　
工
藤
　
定
光

山
本
郡
藤
里
町
矢
坂
字
坂
本
二
十
三
番
地
一
　
　
　
　
　
菊
池
　
博
悦

〃
　
　
〃
　
　
〃
　
字
如
来
瀬
台
三
十
七
番
地
四
　
　
　
成
田
喜
代
美

能
代
市
二
ツ
井
町
仁
鮒
字
大
川
反
五
十
番
地
　
　
　
　
　
成
田
　
岩
夫

〃
　
　
〃
　
　
　
字
比
井
野
六
十
八
番
地
　
　
　
　
　
　
田
口
　
政
幸

三
　
退
任
監
事
の
住
所
及
び
氏
名

能
代
市
二
ツ
井
町
字
薄
井
四
番
地
　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
　
昭
一

〃
　
　
〃
　
　
　
仁
鮒
字
大
川
反
四
十
一
番
地
　
　
　
　
藤
田
　
儀
七

〃
　
　
〃
　
　
　
種
字
宮
ノ
下
四
十
八
番
地
一
　
　
　
　
佐
藤
　
勇
雄

四
　
就
任
監
事
の
住
所
及
び
氏
名

能
代
市
二
ツ
井
町
仁
鮒
字
大
川
反
四
十
一
番
地
　
　
　
　
藤
田
　
儀
七

能
代
市
二
ツ
井
町
種
字
宮
ノ
下
四
十
八
番
地
一
　
　
　
　
佐
藤
　
勇
雄

〃
　
　
〃
　
　
　
字
薄
井
二
十
七
番
地
一
　
　
　
　
　
　
松
岡
　
隆
春

土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
三
十
条
第
二
項

の
規
定
に
よ
り
、
若
美
町
福
川
土
地
改
良
区
か
ら
申
請
が
あ
っ
た
定
款
変
更

に
つ
い
て
、
平
成
十
八
年
五
月
十
八
日
認
可
し
た
の
で
、
同
条
第
三
項
の
規

定
に
基
づ
き
、
公
告
す
る
。

平
成
十
八
年
五
月
二
十
六
日

秋
田
県
知
事
　
寺
　
田
　
典
　
城
　

県
営
土
地
改
良
事
業
（
高
野
地
区
担
い
手
育
成
基
盤
整
備
事
業
）
に
つ
き
、

そ
の
工
事
を
平
成
十
八
年
三
月
二
十
八
日
完
了
し
た
の
で
、
土
地
改
良
法

（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
百
十
三
条
の
二
第
三
項
の
規
定

に
基
づ
き
、
公
告
す
る
。

平
成
十
八
年
五
月
二
十
六
日

秋
田
県
知
事
　
寺
　
田
　
典
　
城
　

土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
十
八
条
第
十
六

項
の
規
定
に
よ
り
、
美
郷
町
千
畑
土
地
改
良
区
か
ら
次
の
と
お
り
役
員
の
退

任
及
び
就
任
の
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
条
第
十
七
項
の
規
定
に
基
づ
き
、

公
告
す
る
。

平
成
十
八
年
五
月
二
十
六
日

秋
田
県
知
事
　
寺
　
田
　
典
　
城
　

一
　
退
任
理
事
の
住
所
及
び
氏
名

仙
北
郡
美
郷
町
畑
屋
字
熊
野
百
七
十
番
地
五
　
　
　
　
　
奥
山
　
幸
一

〃
　
　
〃
　
　
金
沢
東
根
字
西
外
川
原
百
十
五
番
地
　
　
a
橋
　
正
治

〃
　
　
〃
　
　
中
野
字
内
城
百
三
十
番
地
　
　
　
　
　
　
藤
井
　
金
光

〃
　
　
〃
　
　
金
沢
東
根
字
川
原
田
百
六
十
七
番
地
　
　
深
澤
　
清
一

〃
　
　
〃
　
　
千
屋
字
荒
屋
敷
百
三
十
七
番
地
　
　
　
　
戸
沢
　
藤
一

〃
　
　
〃
　
　
〃
　
字
上
内
村
八
十
三
番
地
二
　
　
　
　
田
沢
　
義
弘

〃
　
　
〃
　
　
本
堂
城
回
字
田
町
百
三
十
二
番
地
　
　
　
栗
林
　
四
郎

〃
　
　
〃
　
　
〃
　
　
　
字
本
堂
町
九
十
八
番
地
二
　
　
杉
澤
　
良
治

一
　
道
路
の
区
域

道
路
の
種
類

県

道

路
　
　
線
　
　
名

后
坂
藤
里
峡
公
園
線

后
坂
藤
里
峡
公
園
線

旧
新
別

旧新

敷
地
の
幅
員
（
メ
ー
ト
ル
）

七
・
〇
〇
〜
一
六
・
〇
〇

七
・
〇
〇
〜
一
六
・
〇
〇

七
・
五
〇
〜
一
〇
・
五
〇

延
長
（
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）

〇
・
一
四
〇

〇
・
一
四
〇

〇
・
〇
七
〇

区
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
間

山
本
郡
藤
里
町
粕
毛
字
端
家
一
三
三
番
二
か
ら
字
西
熊
の
岱
七
〇
番
一
地
先
ま
で

山
本
郡
藤
里
町
粕
毛
字
端
家
一
三
三
番
二
か
ら
字
西
熊
の
岱
七
〇
番
一
地
先
ま
で

〃

ＡＢ

こ
の
表
に
お
い
て
「
Ａ
」
及
び
「
Ｂ
」
と
は
、
関
係
図
面
に
表
示
す
る
敷
地
の
区
分
を
い
う
。

公
　
　
　
　
　
　
告
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仙
北
郡
美
郷
町
浪
花
字
丸
森
下
二
番
地
十
　
　
　
　
　
　
山
代
　
　
武

〃
　
　
〃
　
　
土
崎
字
野
田
二
十
九
番
地
　
　
　
　
　
　
佐
藤
　
辰
雄

〃
　
　
〃
　
　
〃
　
字
谷
地
中
百
五
番
地
一
　
　
　
　
　
樽
川
　
　
勉

〃
　
　
〃
　
　
黒
沢
字
西
野
六
十
一
番
地
　
　
　
　
　
　
藤
嶌
　
　
猛

〃
　
　
〃
　
　
浪
花
字
大
道
二
百
七
十
九
番
地
　
　
　
　
高
橋
　
　
彪

〃
　
　
〃
　
　
畑
屋
字
稲
荷
百
二
十
番
地
一
　
　
　
　
　
a
橋
　
勝
經

〃
　
　
〃
　
　
〃
　
字
室
町
百
五
十
七
番
地
　
　
　
　
　
大
久
保
伸
一

二
　
就
任
理
事
の
住
所
及
び
氏
名

仙
北
郡
美
郷
町
安
城
寺
字
来
光
寺
嶋
田
二
十
四
番
地
一
　
森
元
　
弘
祐

〃
　
　
〃
　
　
金
沢
東
根
字
川
原
田
百
六
十
七
番
地
　
　
深
澤
　
清
一

〃
　
　
〃
　
　
〃
　
　
　
字
西
外
川
原
百
十
五
番
地
　
　
a
橋
　
正
治

〃
　
　
〃
　
　
千
屋
字
狐
森
百
十
三
番
地
　
　
　
　
　
　
高
橋
　
秀
明

〃
　
　
〃
　
　
〃
　
字
上
内
村
八
十
三
番
地
二
　
　
　
　
田
沢
　
義
弘

〃
　
　
〃
　
　
本
堂
城
回
字
後
町
九
十
八
番
地
　
　
　
　
星
山
　
正
美

〃
　
　
〃
　
　
土
崎
字
野
田
二
十
九
番
地
　
　
　
　
　
　
佐
藤
　
辰
雄

〃
　
　
〃
　
　
黒
沢
字
西
野
六
十
一
番
地
　
　
　
　
　
　
藤
嶌
　
　
猛

〃
　
　
〃
　
　
畑
屋
字
稲
荷
百
二
十
番
地
一
　
　
　
　
　
a
橋
　
勝
經

三
　
退
任
監
事
の
住
所
及
び
氏
名

仙
北
郡
美
郷
町
金
沢
東
根
字
大
石
百
六
十
一
番
地
一
　
　
高
橋
　
辰
美

〃
　
　
〃
　
　
千
屋
字
上
花
岡
百
二
十
二
番
地
　
　
　
　
高
橋
虎
之
助

〃
　
　
〃
　
　
土
崎
字
北
小
屋
三
十
二
番
地
　
　
　
　
　
加
藤
　
晃
湧

四
　
就
任
監
事
の
住
所
及
び
氏
名

仙
北
郡
美
郷
町
中
野
字
内
城
百
三
十
番
地
　
　
　
　
　
　
藤
井
　
金
光

〃
　
　
〃
　
　
浪
花
字
上
荒
井
六
十
八
番
地
　
　
　
　
　
a
階
　
眞
龍

〃
　
　
〃
　
　
本
堂
城
回
字
本
堂
町
九
十
八
番
地
二
　
　
杉
澤
　
良
治

土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
六
十
八
条
第
二

項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
十
八
条
第
十
六
項
の
規
定
に
よ
り
、
精
算
法

人
大
曲
市
内
小
友
裏
地
土
地
改
良
区
か
ら
次
の
と
お
り
清
算
人
の
退
任
の
届

出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
法
第
六
十
八
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第

十
八
条
第
十
七
項
の
規
程
に
基
づ
き
、
公
告
す
る
。

平
成
十
八
年
五
月
二
十
六
日

秋
田
県
知
事
　
寺
　
田
　
典
　
城
　

退
任
精
算
人
の
住
所
及
び
氏
名

大
仙
市
内
小
友
字
館
前
百
二
十
六
番
地
一
　
　
　
　
　
　
　
　
東
海
林
　
堯

〃
　
　
〃
　
　
字
宮
後
二
十
四
番
地
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
寺
村
　
君
雄

〃
　
　
〃
　
　
字
荒
町
百
三
番
地
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
後
藤
　
忠
昭

〃
　
　
〃
　
　
〃
　
　
五
十
四
番
地
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
菅
原
　
喜
作

〃
　
　
〃
　
　
〃
　
　
百
十
三
番
地
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
後
藤
　
テ
ツ

〃
　
　
〃
　
　
字
宮
下
百
十
五
番
地
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
々
木
勇
孝

大
仙
市
内
小
友
字
宮
林
四
十
七
番
地
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
松
　
専
一

土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
三
十
条
第
二
項

の
規
定
に
よ
り
、
大
森
土
地
改
良
区
か
ら
申
請
が
あ
っ
た
定
款
変
更
に
つ
い

て
、
平
成
十
八
年
五
月
十
八
日
認
可
し
た
の
で
、
同
条
第
三
項
の
規
定
に
基

づ
き
、
公
告
す
る
。

平
成
十
八
年
五
月
二
十
六
日

秋
田
県
知
事
　
寺
　
田
　
典
　
城
　

土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
十
八
条
第
十
六

項
の
規
定
に
よ
り
、
雄
勝
郡
山
田
五
ヶ
村
堰
土
地
改
良
区
か
ら
次
の
と
お
り

役
員
の
退
任
及
び
就
任
の
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
条
第
十
七
項
の
規
定
に

基
づ
き
、
公
告
す
る
。

平
成
十
八
年
五
月
二
十
六
日

秋
田
県
知
事
　
寺
　
田
　
典
　
城
　

一
　
退
任
監
事
の
住
所
及
び
氏
名

雄
勝
郡
羽
後
町
大
戸
字
大
戸
六
十
九
番
地
　
　
　
　
　
　
菅
野
　
辰
男

湯
沢
市
松
岡
字
新
城
百
九
十
七
番
地
　
　
　
　
　
　
　
　
鈴
木
　
　
寿

〃
　
　
山
田
字
樋
ノ
口
四
十
五
番
地
　
　
　
　
　
　
　
　
加
藤
　
和
彦

二
　
就
任
監
事
の
住
所
及
び
氏
名

雄
勝
郡
羽
後
町
大
戸
字
大
戸
六
十
九
番
地
　
　
　
　
　
　
菅
野
　
辰
男

湯
沢
市
山
田
字
樋
ノ
口
四
十
五
番
地
　
　
　
　
　
　
　
　
加
藤
　
和
彦

〃
　
　
松
岡
字
新
城
百
九
十
七
番
地
　
　
　
　
　
　
　
　
鈴
木
　
　
寿

秋
選
管
告
示
第
五
十
七
号

地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
七
十
四
条
、
第
七

十
五
条
、
第
七
十
六
条
、
第
八
十
一
条
及
び
第
八
十
六
条
並
び
に
地
方
教
育

行
政
の
組
織
及
び
運
営
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
三
十
一
年
法
律
第
百
六
十
二

号
）
第
八
条
の
規
定
に
よ
る
選
挙
権
を
有
す
る
者
の
総
数
の
五
十
分
の
一
の

数
及
び
三
分
の
一
の
数（
そ
の
総
数
が
四
十
万
を
超
え
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、

そ
の
超
え
る
数
に
六
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
数
と
四
十
万
に
三
分
の
一
を
乗

じ
て
得
た
数
と
を
合
算
し
て
得
た
数
）
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

平
成
十
八
年
五
月
二
十
六
日

秋
田
県
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長
　
田
　
中
　
伸
　
一
　

五
十
分
の
一
の
数
　
　
　
一
九
、
一
七
六

三
分
の
一
の
数
（
選
挙
権
を
有
す
る
者
の
総
数
が
四
十
万
を
超
え
る
場
合
に

あ
っ
て
は
、
そ
の
超
え
る
数
に
六
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
数
と
四
十
万
に
三

分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
数
と
を
合
算
し
て
得
た
数
）

二
二
六
、
四
六
二

秋
選
管
告
示
第
五
十
八
号

地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
八
十
条
の
規
定
に

よ
る
選
挙
区
に
お
け
る
選
挙
権
を
有
す
る
者
の
総
数
の
三
分
の
一
の
数
（
そ

の
総
数
が
四
十
万
を
超
え
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
超
え
る
数
に
六
分
の

一
を
乗
じ
て
得
た
数
と
四
十
万
に
三
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
数
と
を
合
算
し

て
得
た
数
）
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

平
成
十
八
年
五
月
二
十
六
日

秋
田
県
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長
　
田
　
中
　
伸
　
一
　

選
挙
区
別

秋
田
市
　
　
　
　
八
五
、
〇
〇
〇

能
代
市
　
　
　
　
一
七
、
九
二
五

横
手
市
　
　
　
　
一
〇
、
八
六
五

大
館
市
　
　
　
　
一
七
、
九
四
二

本
荘
市
　
　
　
　
一
二
、
一
八
七

男
鹿
市
　
　
　
　
　
八
、
二
四
〇

湯
沢
市
　
　
　
　
　
九
、
二
九
〇

大
曲
市
　
　
　
　
一
〇
、
六
一
九

鹿
角
市
鹿
角
郡
　
一
二
、
三
九
三

北
秋
田
郡
　
　
　
一
七
、
七
三
五

山
本
郡
　
　
　
　
　
九
、
七
九
七

南
秋
田
郡
　
　
　
一
九
、
七
七
八

河
辺
郡
　
　
　
　
　
五
、
一
七
六

由
利
郡
　
　
　
　
二
〇
、
六
一
七

仙
北
郡
　
　
　
　
三
一
、
四
五
八

平
鹿
郡
　
　
　
　
一
八
、
二
二
八

雄
勝
郡
　
　
　
　
一
二
、
三
四
五

選
挙
管
理
委
員
会
告
示
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